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44年度小中学後学級編成表
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1345人 3o 土慶小学控

1149 31 宮沢 " 
394 11 壷目 。
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989 2; ~揮。
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208 6 式野 9 
953 27 神因 。
187 6 土沢 " 
173 6 金旭 9 
298 10 中学設計

宅祥晴名

掛欝小学控

潜 e
松躍 e 
富士晃 .. 

花水 9 

魚島 .. 

永野 .. 
仲原 。
量豊田 9 

神田 v 
施島 ， 
m暗 .. 

盛田 9 

れ
て
い
っ
た
匂
柁
で
衝
が
彩
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
a

民
十
人
の
う
ち
一
平
会
ζ

の
制
度
に
も
ち
ろ
ん
!
と
れ
で
壁
ず
る
も
冒
頭
に
述
べ
た
昭
和
田
十
四
年
度

自
然
に
人
の
心
ち
な
む
み
、
や
さ
し
変
通
戦
争
下
で
は
、
丞
ヲ
ま
す
災
加
入
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
災
害
の
自
で
は
な
い
か
ら
、
間
た
よ
宅
ぷ
い
由
市
民
白
施
政
方
針
む
)
舗
と
あ
る

〈
な
る
で
あ
る
フ
乙
と
在
意
じ
な
が
警
は
増
え
る
一
方
で
あ
っ
丈
大
吉
見
舞
金
は
、
昭
L
八
百
一
千
八
万
円
戸
埠
を
講
じ
た
い
と
お
も
う
・
問
時
わ
た
〈
し
は
翠
少
年
仁
警
弐

ら
、
わ
を
L
ほ
来
る
春
、
来
る
審
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
宣
た
・

2

2

1〉
tく
く

i
〉

に

、

ζ
の
制
度
応
市
民
の
み
な
さ
ん
大
人
に
霊
弐
お
年
寄
り
に
牛
一
市

の
、
花
い
っ
ぱ
い
連
覇
の
量
に
立
と
こ
ろ
、
聖
書
籍
等
対
策
が
高
官
柁
い
σ
ほ
い
語
で
、
つ
に
積
極
的
な
む
加
入
を
望
ん
で
や
ま
婆
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
市
政

っ
て
、
根
気
よ
く
続
け
て
い
〈
つ
も
と
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
£
.
っ

ιの
積

を

恕

閉

す

る

加

躍

市

長

な

い

，

に

と

幻

〈

ん

を

4

き
た
が
、
新
年
度
空

5

3そ一
3
3
J
i
a路
喝
事
号
ヴ
希
望

1
t
j
f
r
a言
語
言
品
書

2

3

1

x

む
か
え
る
に
あ
た
D
二
初
出
足
首
D
に

臨
総
長
約
仁
長

u
h
-
-

議
録
幾
三
被
ゴ
ミ
警
官
幅
縮
瞳
擁
護
盤

喰
唱
咽
4

線
対
側
、
一
一
欝
融
惣

j
b

…r一
議
鮮
総
雪
i

1

4

2
牛
、
社
会
の
抽
選
に
寄
与
さ
対
し
ず
ほ
、
乙
の
よ
う
な
ζ
喜

い

一

五

一

い

浪

、

)
A
P

〓
欝
ス

:f戦糊
慨

し

れ

た

お

事

D
Eの憧
援
の
保

2
7
2約
束

主

主

司

一

さ

諸

経

緯

鱒

;

?

磯

野

事

持

お

よ

主

活

皇

室

一

は

か

る

た

誌

の

E
撃
の
よ
い

斉

一

だ

一

一

/

韓

議

議

髄

盤

め

の

襲

に

つ

い

i
fにあっ
て
、
苦
か
ら
土
地
白
人

こ

ノ

一

一

制

〆

綴

幾

鑓

翻

灘

務

総

鱗

〓

a
絞
滋
綴
織
滋
繍
緩
終
弘
繍
対
策
と
し
て
、
京
年
か
ら
品
開
設
に
聾

i
L専
一

〈

…

V
)
M
J
r

鏡
花
謬
畿
へ
一
/
件
費
務
監
議
離
す
る
費
用
白
書
最
寄
金
額
を
た
ち
は
巴
由
あ
た
長
選
管

E
S
ノ

F
f

ャ
ご
ψ
機

幾

重

籍

、

一

転

?

?

溺

襲

撃

欝

jo

呼
ん
で
い
た
の
で
「
高
話
」
と
名

ノ
唱
で
吋
J

ご
一
警
鐘
潟
、
い
や
静
子
&
~
寧
日
翠
議
事
量
ず
る
乙
と
に
し
ま
し
「

同

~

樹

、

ザ

、

瀦

綴

静

畿

畿

轍

宅

一

イ

~

九

議

畿

毅

曙

藤

嘉

抗

駅

斜

ー

議

姻

醐

づ

け

る

ζ
と
に
し
た
む

龍

一

ん

一

JArF34一
十

島

¥

警

鐘

市

内

各

地

の

責

ク

ラ

プ

の

腎

成

地

一

見

の

ぞ

理

解

と

む

き

四
月
十
三
日
の
日
開
刊
は
よ
く

4Jf
一

し

七

JJ明
ポ
ゑ
離
f
f
J繍
十
組
と
宋
組
離
の
も
の
の
護
軍
に
よ
肩
書
型
的
も
婦
は
ハ
霊
や

晴

れ

た

援

か

な

監

の

な

い

花

見

語

、

}

一

…

プ

伊

撃

額

轟

ず

二

姦

議

と

宮

と

と

足

新

た

に

美

輝

台

も

盤

電

話

週

間

パ

ス

露

で

あ

っ

た

と

の

只

審

白

年

寄

託

一

饗

一

時

一

瞬

議

轟

議

欝

該

護

軍

の

を

い

の

華

街

究

室

長

の

行

な

ζ
管
親
書
胞
の
準
備
も
と

事
白
一
ヨ
e
花

い

っ

ぱ

い

覇

市

内

ゾ

時

て

r

二

)

良

識

韓

議

撫

&

議

農

君

主

1
内
に
撃
し
、
お
年
と
の
つ
主
主
@

バレ

1
2符な
っ
た

LL
一J
数
多
、
一
醐
麟
騒
翼
良
樹
勢
何
段
構
輯
麓
署
名
娯
楽
、
撃
の
一
場
と
し
て
老
人
憩
い
皇
室
言
語
つ
け

加
誌
の
制
時
計
バ
リ
工
平
協
一
~
野
欝
~
七
離
日
明
日
日
持
続
駐
日
四
日
時
計
九
日

1
ジ
干
の
襲
や

Y
Y
E
g
g
d
一
関
~
鞍
譲
議
鍾
鱗

J
〓

関

心

役

繰

り

岳

た

E
W
E
-
f、7
y
マ
穂
子

;

君

主

喜

一

平

一

一

か

か

七

¥

¥

欝

麟

欝

斑

鶴

鶏

ブ

J
F
2
4人
大

学

主

主

革

、

!

?

ゴ

ま

っ

言

語

配

布

し

五

F
T
w
r離
韓
議
11議

F
一

言

霊

す

き

を

い

た

i
z
i
i

調

ゴ

ヤ

)

村

川

襲

撃

総

理

〆

¥dA
重
一
じ
た
.
さ
在
、
援
曹
を
轄
し
す
る
者
三
」
あ
が
り
つ
つ
あ
る
を
は
、
ま

ζ

の
待
望
左
手
一
一
一
回
目
1

p

f

:

主
(
議
襲
謬
緩
磯
笥
ダ
ザ

E
r
'
f
i
;
滋
門
凶
陛
入
選
で
、
出
回
か
ら
臼
常
生
警
告
と
と
に
あ
D
が
た
い
@

開
設
品
目
協
由
む
非
常
な
カ
め
ス
れ
か
た

D
で
あ
る
・
一
わ
た
て
レ
は
、
焚
遜
に
よ
る
災
替
を
お
支
払
い
し
て
い
る
a

む
と
と
の
で
き
な
い
苦
み
世
帯
に
は
哲
曜
青
葉
に
む
せ
る
五
月
九
日
間
同

匂

当

日

も

革

委

を

は

む

め

役

X

喜

げ

た

場

合

ぷ

長

い

じ

た

T
け
と
の
た
び
綿
一
巾
に
さ
き
炉
け
文
題
仕
事
業
を
推
進
し
、
塁
援
護
が
設
、
重
L
埋
ζ
富
士
、
丹
沢
一
事

員
総
出
で
事
役
害
れ
、
ま
た
各
地
区
焚
通
遺
児
は
、
ま
こ
と
に
煽
ま
し
合
っ
て
い
ζ
う
と
交
通
窓
智
衆
様
車
夜
通
議
宛
対
舗
の
手
は
じ
め
と
し

τ
で
吾
な
い
若
人
に
つ
き
ま
し
で
は
、
雪
で
る
丘
の
上
の
哲
A

尖
箇
が
住
ま

の
畏
化
推
造
話
国
の
万
一
次
有
配
布
い
・
す
く
す
く
と
燕
限
に
の
び
て
い
業
昔
、
昨
年
の
五
月
)
自
に
答
嬰
己
と
白
持
訴
事
業
の
な
か
で
、
遺
児
一
老
人
施
設
の
収
容
倶
轄
を
需
施
す
る
れ
!
き
っ
と
お
年
寄
D
の
一
自
由
体

に
協
力
吉
れ
、
路
欝
L
た
え
な
い
・
〈
ζ

ど
も
た
ち
だ
輯
た
ち
む
焚
遜
一
せ
九
年
額
]
人
口
首
m
円、小
A
告
白
人
に
つ
き
霊
万
何
者
、
五
十
万
円
の
帯
、
保
謹
施
舗
に
も
万
全
を
つ
〈
し
聾
を
た
白
し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で

配
布
レ
た
季
、
護
や
箇
軍
事
故
に
よ
っ
て
ぎ
な
っ
た
烏
学
河
の
揖
等
、
加
入
者
は
嘉
夫
人
見
撃
に
加
え
て
し
富
T
3
2
L
て
ま
い
D
た
い
と
思
い
季

ι

は
な
か
る
っ
か
・

菜
と
な
っ
文
裏
腹
で
宣
て
ら
業
も
ま
ま
な
是
〈
な
る
も
の
も
あ
一
一
一
一
一
一
回
目
加
句
会
で
あ
る
か
ら
、
市
議
会
に
は
か
つ
て
遣
し
だ
と
れ
ば
、
市
議
会
三
万
定
例
舎
(
昭
和
四
闘
志
ニ
)

t~ 

TtJ長・加藤一太郎(491Bl)

E車生民畳録してないλ培、 Z昆
生霊祭Lてある市町村から転

出証明をとリ、畳銭を..".. 

騒選挙人名耳に童録してい品:

い人[ま、前性所地からの名簿

の畳録・米査録由説明をとリ

畳語じて〈ださい。



昭和44年 5JH5沼

鰻輯怠遺産湿轟轟翠櫨語誕癌

く16)

ーハイウェイから転載一

追い越しの思いや幻
追い越しのとき、密車に続いて後続車も追
い越しをかけているときは、題いやEをもっ
て接続車の分をあけで埠い捕すζ とです。
自軍だけは安全に追い越しができたが、能
続車が対向車と足立盟主晋費した事例も少なぐあ

bません。

接続車(主原則として、乙のような追越νょ
禁物です。

四
番
沼
の
独
立

公
民
館
が
完
成

新
世
田
沢
公
民
鐙

なたが所属している古々ム団体を登録しよう

φ受録してあると
①膏少年脊成用具{キャンプ用テント、キャンプ

鰐主主一式、 16ミu挟写機、携帯メガホン、レコー

ド プレーヤー、レコ-fなとつの優先貸付i九
②膏少年健全育成施設{青少年グJレープいニいの

家、清少年一キャンプ場など)の優先利用。

③青少年寄成活動指導者派遣事業(教養告書革める

学習などをするときの講師謝礼の補助など)の

後先補劾がある。

令問い合わせは
霊童話してもらえば、受録申言書番を送る

坊渓生部膏少年課 (22)1 700 

審車場し込み・昭和44年 4J'l21 尽から
8月30Sまで。

霊童受け付け. r住宅金融公庫受け1t

(7取り扱い1吉J と霊長司王

した金融機関等へ。
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会費は無料、参加自由、弁当水筒を持参して〈

ださい。 F誌の場合は匹i之宮前烏神社に集合。
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川
護
士
質
量
成
揖
車
窓

額
一
齢
、
韓
離
主
語
訳
ヰ
立
二
軒
恥
尽
日
露

ι市
詰

伊

員

庁

一

住

)

持

司

A
暗
雲
諮
問
民
十

一

議

;
J竪
畿
饗
経
ら
、
、
月
内
用
と
マ
大
切
〈
員
し
つ
れ
を
。
い
の
つ
窟
犠
こ
と
ど
車
、

t
y高
居

者

一

言

し

て

し

る

。

一

大

学

芸

(

一

般

雲

寺

内

・

杓

代

へ

東

朝

日

新

開

校

編

絵

入
D
の霊滋案内記をはじめ

…
鞭
輪
一
ソ
齢
札
麟
麟
鱗
剛
引
開
融
じ
住
職
J

崎

町

財

e

慨
批
あ
な
記
長
泣
欄
一
一
塁
ポ

1
2
P昔
、

市

内

一

マ

撃

と

内

容

消

防

士

(

護

行

政

文

)

芝

信

号

室

長

騎

士

げ

Ji著書
閣
の
翼
簡
を
記
長

野
龍
一
連
調
関
調
襲
、
は
に
会
る
、
超
開
会
合
地
住
た
落
め
い
丸
つ
の
て
さ
名
、
長
の
れ
て
た
ぐ
さ
ん
あ
る
.
一
に
奪
三
官
、
申
き
控
室
ヱ
イ

3
た
文
化
的
関
力
量
?
明
治
以
前
州
暴
言
霊
長
あ

題一一一一
m鱒
主

器

官

接

霊

協

議

…

一

駐

留

刊

誌

一

日

立

耳

目

白
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百

九
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五

百

円

、
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一

一

川

訪

日
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品
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時

刊
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翌

日

コ
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凶
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史
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昨

1
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即
時
弘
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諸
説
明

5
2
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…

{

議
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で

大
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い

た

ポ

コ

い

輿

i
t
z
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す
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と
一
内
福
住
で
き
?
と
、
襲
一
く
b
kは
、

消

防

本

部

庶

務

警

官

ス

料

金

習

に

一

と

3
3
2
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;
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j
j
j
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i
j
i
-
-
F
i
j
i
f
-
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三
ア
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王
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と
も
い
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一
市
町
の
患
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「
し
浪
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可
能
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可
・
一
路
郁
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一
七
0
0

員

一

一

一

八

山

ハ

ウ

予

F
量産でとりえ川町一
2
1
霊
と
記
し
で
も
蓄
の
も
の
で
あ
る
3

・

人
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燥
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に

。
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(
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開
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台
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島
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附
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挺
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続
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診
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は
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欝
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よ

e
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E
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創
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荷
鉛
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と
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濃
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・
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日
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・
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日
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引

幻
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閉
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%
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9
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臨
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掴

6

9

9

9

9

9

9

終
自
、
議
芸
や
人
搭
も

1 )施設使用料

10持から 2，900 JIl (80人以内〕
11待部分から 2，600円 (5哲人以内〉
14時30分から 3，∞Q内 (80人以内〉
16時から 2，900円 (50人以内〉

2 )黛衣しょう料

モーニング他

認定()袷他

ウェテ'イングドレス他

留袖鈎

800月
2，∞0同
2，000円
1，OOOJIl 

ぷ;/J

J):;I、 13日ぜ苦・ジフテJ)ヤ、小児
可ヒ生ヲクの予防接種と、今月14尽
まで種痘接種在終え、 13日7わら検査
に入った。

また、 268からは日本l!IIi裂の乎防
接種在、市内部会場を巡閲して実施

7ると発表した。

輯巡回毘濯{横査認}

5月16日神田公民鱈松原公民鐙

.. 17日富士見公民館

.. 19日 !日四之宮公民館豊田公
民館

iT 20沼 花水公民館八幡主主畏鍔
iT 21臼見附台武道湯須駕公民

館



数
滋
歌
の
数
嘩
護
備
は
、
①
一
人

一
首
と
1
H
未
発
賓
の
献
で
あ
る
こ

と
、
@
曹
式
は
、
半
紙
争
議
に
ニ
ヨ

折
り
に
し
て
、
右
半
部
に
お
議
と

歌
、
左
半
面
に
住
所
、
氏
名
〈
ふ
白

剤
窓
、
生
年
月
司
職
曹
を
毛
軍

事
扇
帯
の
乙
と
1
@
臆
進
の
期
間
は

叫

-i幻
em

私
の
家
で
ほ
、
骨
化

ト
!
‘

に
れ
に
携
を
語
摘
し
て
い
$
干
J

対
と
の
排
水
に
近
所
か
ゑ
織
も

告
で
い
$
宇
九

許
可
を
受
け
て
般
傍
じ
た
も
の
で

あ
白
、
紫
山
も
し
て
い
た
自
で
す

が
、
人
揖
に
迷
感
者
お
か
け
し
て
い

る
と
悪
口
と
、
排
水
上
だ
才
、
苦

離
し
て
い
ま
す
.

公
共
下
水
選
ヱ
事
が
、
す
す

φ
回

れ
て
い
串
苧
か
、
海
摩
川
州
最
は
い
つ

む
ろ
着
車
十
J

る
の
で
し
ょ
う
か
@

見
通
し
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
.

門
報
本
歯
・
盟
名
帯
濯
M

mg一日
5
j
z
i柑
平
壁
巾
の
公
共
下

"his-'
苓
透
、
市
内
全
域

の
m間
0
・
四
回
に
あ
た
る
一
一
平
迄
自

四
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
約
三
十
年
間

白
工
期
と
、
お
よ
そ
吉
晴
荷
の
費
用

を
も
っ
ず
完
成
す
る
正
吾
計
溜
苦
れ

専
や
レ
た
。排水
同
協
は
大
吉
〈
穴
排
水
区
に

分
け
さ
ら
に
、
組
円
刀
区
侶
し
て
お

わ
ま
す
.

本
年
九
月
一
日

hmb十
月
士
一
日
ま

で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
十
月
十
日

g消
印
ま
で
有
効
、
@
晶

τ先一
議
聞

東
京
都
千
代
田
同
区
平
代
田
一
番
一
且
勺

宮
自
立
封
筒
該
進
墜
と
欝
き

罷
え
る
。

揺
は
と
の
鯛
晶
、
り
し

B
i
j
市
内
高
入
の
蓮
光
寺
北

f
i占
星
語
札
、
輝
一
司

王
、
六
十
羽
の
織
が
や
っ
ず
与
卒
、

盤
阜
の
鐙
努
由
や

p
p
mい
部
分
b
f

食
い
あ
p

与
の
交
付
近
白
捜
索
で

怒
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

野
鳩
か
飼
い
鳩
か
は
っ
女

F
し
な
い

が
、
極
力
は
な
し
晶
闘
い
を
し
な
い
よ

う
再
び
か
け
て
い
る
。

臨
調
理
巌
特
例
輔
智
歯

dsi-引
J

調
混
師
免
許
を
取
得
す

r
i
;し
る
た
め
り
講
習
会
炉
、
巴

と
し
叩
月
に
、
平
塚
地
震
支
開
催
さ

しを

推雷f人口

人口総数 153，出口人
世帯。 38パ63b世帯
市横沼輯 67品kn1
人口密度 2，263.人
前月比世帯増 112世帯
人口増 358人

前積地 7S，301人(19，646世帯〉
大野 3ぅ，227(/ (8.262 (/ ) 
畳間 2，836タ( 678 ~ ) 
神田 11，491ク(2，940 ? ) 
棋島'2，142(/ ( 451?) 
随時 2，2321- ( 5021') 
盈悶 3，4431- ( 849?) 
主且 10，034タ ( 2，452 (/ ) 
::!:沢 4.0191- ( 769?) 
金局 6.915ク(11614 ~ ) 

(44.4.1現在}

1
J

昭
和
四
十
閥
単

¥市川出
d
F

度
、
平
塚
保
龍
福
町

一
品
目
晶
司
管
内
献
鼠
状
説
は

一
P
ヘ
一
五
万
一
日
現
仕
で

r
議
制
~
七
百
九
十
七
人
。

/
t
¥

献
血
は
、
毎
週
月

曜
自
平
塚
市
民
梼
院
内
日
赤
平
援

出
張
所
(
刊
時
i
M時
)
と
、
毎

月
第
二
・
第
刷
出
土
描
B
平
塚
駅
前

(
叩
時
i
円
時
)
白
二
か
所
で
定

期
的
に

行
な
わ

れ
て
い

る。

い
る
.

題
は
、
忍
叩
望
巨
で
、

w
時増山
μ

n
事
必
殺
実
現
さ
せ
る
た
め
に
ど
の

串
フ
な
労
力
を
し
て
い
る
か
、
ま
た

し
て
い
き
た
い
か
を
書
い
て
ほ
し
い
{

マ
応
事
費
桔
・
小
学
虫
、
中
学
庄
、

高
校
庄
、
ま
た
は
動
労
青
伊
坪
一
で
講一

十
八
揖
ま
で
の
県
内
に
在
住
、
官
学

浄化捕の排水iこ苦槽も

と
の
う
ち
1
第
-
獄
事
業
と
し

て
、
建
都
排
水
区
を
昭
和
一
一
平
九

年
度
か
ら
昭
和
額
十
忍
年
度
ま
で

の
七
か
年
計
画
否
、
現
在
主
事
遂

行
中
で
あ
り
ま
す
。

花
水
台
地
区
に
づ
い
て
の
昆
通

し
と
の
こ
と
明
子
が
、
当
地
区
は

花
水
排
水
区
に
属
し
て
い
ま
す
倍

で
、
ζ
白
地
援
に
つ
い
て
は
1
金

悼
計
画
と
し
ず
ほ
品
川
νま
す
が
、

事
業
員
定
も
認
可
さ
れ
て
お
白
ま

せ
ん
の
で
、
異
体
的
に
何
重
に

着
手
で
苦
る
か
残
念
な
が
ち
鶏
在

で
は
、
申
し
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

門
都
市
計
額
部
下
水
道
醸
〕

A ヂ略端手争和寺訟』勾句fグ1 

脅脅括;ji

必?

髄
議
官
扱
っ
た
艶
倒
伊
り

ー

こ

ん

な

そ

ど

も

と

思

い

ま

す

。

第
四
子
で
あ
D
ー
な
が
ら
、
小
さ
と
ま
で
親
が
ヰ

い
女
の
子
相
手
で
、
同
年
端
百
子

5
。
親
が
手
事

ど
も
と
遊
び
ま
せ
ん
@
今
年
入
日
手
は
持
っ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
し

な
の
で
友
だ
ち
ム
を
ひ
と
り
J

で
も
多
去
っ
。
早
〈
治
ぞ
う
と
怒
っ
て
も

〈
作
っ
て
や
D
た
い
。
平
戸

E
は
無
揮
が
重
な
夕
、
か
え
っ
て
性
格

二
入
品
が
い
ま
す
a

そ
れ
に
今
に
雪
在
住
じ
る
蝿
合
も
あ
臼
ま

由
と
こ
ろ
ま
で
二
判
長
閣
を
し
ま
す
。
ま
た
、
愛
情
が
あ
っ
て
も
子

し

た

.

ど

も

の

欠

点

者

他

人

に

乙

ぼ

し

た

!
な
ぜ

i

D

、
欠
点
ば
か
り
闘
に
つ
い
て
し

友
だ
ち
レ
ど
議
べ
な
い
!
ま
っ
た
っ
、
つ
ま
り
J

不

そ
と
も
の
申
に
は
知
館
、
制
尉
都
溺
雌
窃
信
用
、
悪
感
情
の
拒
語

が
回
調
れ
て
い
る
愛
甲
も
i

抑
制
野
鶴
譜
濁
家
観
世
し
て
し
ま
え

あ
り
$
$
9
0
ζ
↓
の
子
は
鶴
間
J

て
輔
灘
観
開
閉
で
す
か
ら
親
む
尺
度
か

当
所
一
で
実
施
し
た
知
能
離

H
h官
甜
軸
ら
駒
を
お
断
し
て
は
危

検
査
結
面
開
で
は
心
配
な
緩
鱗
毅
緩
議
機
明
院
で
す
。
子

R
Eに
は

い
と
思
い
ま
す
e

性

格

闘

聞

険

心

が

あ

る

の

で

す

で
す
が
、
転
出
向
も
一
つ
白
理
的
と
そ
白
井
を
つ
ま
ん
で
は
子
ど
も
の

考
え
ら
れ
牢
す
か
、
性
格
テ
ス
ト
成
長
を
と
め
る
白
と
同
じ
空
ず
。

h
r
b
は
極
存
的
官
、
社
会
性
部
低
調
が
ガ
マ
ジ
す
る
こ
と
も
ゲ
忘
れ
な

く
、
そ
れ
に
社
会
性
能
力
の
樹
で
い
乙
と
と
、
子
ど
も
常
信
用
す
る

ば
か
ら
だ
の
乙
な
し
、
集
爾
へ
白
に
と
。
そ
わ
り
L
親
同
士
が
よ
く
諮

牢
加
自
主
性
な
P
品
川
低
く
な
っ
て
し
品
目
え
る
蜜
の
子
ど
も
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
と
由

4
フ
な
結
果
か
白
遊
ば
せ
る
と
か
、
先
廷
に
お
嗣
い

み
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
の
掛
壇
に
し
一

τ、
グ
ル
ー
プ
作
U
を
し
て
も

開問時
A
P信
習
が
ス
D
揮
っ
て
お
ら
い
、
モ
-
の
伸
聞
に
入
れ
て
も
ら

担
、
ま
た
肉
親
の
し
つ
け
の
不
一
う
な
ど
じ
T
様
々
に
慣
れ
さ
せ
て

設
も
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
い
く
ζ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

ー

ど

う

し

た

ら

(

描
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打

閏

所

蝿

)

ヱ
戸
〕
も
の
性
格
は
出
生
挫
の
親

紹
和
問
茸
3
月
、
日
出
才
の
古
車
違
ニ
氏
・
と
の
生
粋
の
平
嫁
ヮ

予
の
瞳
産
後
本
朽
に
す
る
た
め
、
昭
和
総
革
、
市
内
立
野
町
の

興
奮
車
党
箆
議
門
戸
弘
通
輔
の
碑
が
瞳
て
ら
れ
た

あなたの知る範童書1=、よい行ないをLた膏少年 (20才
未満}がいたら氏名・年令 e性街・学校または勤務先
・推薦理由をお知らせ〈ださい。推薦者は住所・氏名
をかならず明艇のニと、田被安「闘うし、ません。
広〈市民の揖騰をおまちします。

a 

みんなの報い交通安全

歩行者{立志Lい横断を

遜転者は歩行者の保識を
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